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ケミプロ化成株式会社 

ザモックスⓇ、ザモックスⓇ２０WE の安全性について 
ザモックスⓇとは、チアメトキサムというスイス・シンジェンタ社で開発された防蟻有効成分を配合しているケミプロ化成株式会

社のシロアリ防除薬剤に付けられる名称です。（ザモックスⓇはシンジェンタ社の登録商標です。）チアメトキサムは忌避性がなく（シ

ロアリが薬を察知できない）、薬剤の伝播性（シロアリがお互いになめあったりするグルーミングや、食物交換などを行うことで薬

剤が巣全体に広まっていく現象）が非常に高いため、薬剤に直接触れていないシロアリにも徐々に薬剤が伝わっていき、やがては巣

をも壊滅させます。また安全性の面においても、（毒劇法上の）普通物※１であり、蒸散性もない※２人畜にたいして非常に安全な薬剤

です。 

なお、ザモックスとザモックス２０WE はともに、効力、安全性の厳しい審査をクリアーした（社）日本しろあり対策協会および

（社）日本木材保存協会の認定薬剤です。 

 表１．ザモックス、ザモックス２０WE の（社）日本しろあり対策協会および（社）日本木材保存協会の認定番号 

製品名 （社）日本しろあり対策協会 認定番号 （社）日本木材保存協会 認定番号 

ザモックス 第３４８９号 A-４２２４ 

ザモックス２０WE 第７３１６号 A-５４１５ 

 

※１：現在世の中には数多くの化学物質が存在しており、その数は 160 万種とも言われています。その中で、工業薬品、農薬、試薬などの社会

経済上有用な化学物質のうち毒性（特に刺激性、腐食性など急性毒性）の強い物質が「毒物及び劇物取締法」で毒物や劇物に指定されて

います。シロアリ薬剤のなかには、劇物に指定されているものも少なくありません。 

毒物や劇物の分類は厚生労働省の諮問委員会で決定されるもので、 以下に目安を示します。ただし、分類は化学物質ごとに個別判断さ

れるのでこの範囲に適合しないものもあります。 

毒物  

判定基準を大人で換算すると、たとえば誤飲した場合の致死量が、2g 程度以下のもの。  

劇物  

判定基準を大人で換算すると、たとえば誤飲した場合の致死量が、2～20g 程度のもの。あるいは刺激性が著しく大きいもの。  

特定毒物  

毒物のうちで極めて毒性が強く、且つ広く一般に使用されるもの。 

普通物  

上記に該当しないもの。 

 

 ※２：P５のザモックス、ザモックス２０WE 施工時の気中濃度測定試験結果を参照してください。 
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ザモックスⓇ、ザモックスⓇ２０WE の有効成分の安全性について 
 

表２．ザモックス、ザモックス２０WE の有効成分の毒性区分 

製 品 名 用  途 有効成分 有効成分の毒性区分 使用濃度 

ザモックス 土壌処理用 チアメトキサム（防蟻有効成分） 普通物 ０.１％ 

ザモックス２０WE 木部処理用 

チアメトキサム（防蟻有効成分） 

シプロコナゾール（防腐有効成分） 

IPBC（防カビ有効成分） 

普通物 

普通物 

普通物 

０.１％ 

０.１％ 

０.１％ 

 

表３．ザモックス、ザモックス２０WE の有効成分と身の回りのものの毒性区分 

毒性区分 物質名 
急性経口毒性※３ 

LD50（mg／kg） 

テトロドトキシン（ふぐ毒） ０．００８５ 
毒物 

ニコチン（タバコに１成分） ２４ 

カプサイシン（唐辛子の辛味成分） ６０～７５ 
劇物 

カフェイン（コーヒーや緑茶に１成分） １７４～１９２ 

食塩 ３,０００～３,５００ 

チアメトキサム １,５６３ 

シプロコナゾール １,１１５ 
普通物 

IPBC １,７９５ 

※３：急性経口毒性（LD５０）とは、体重１kg あたりにその物質を口から摂取した場合に、試験した動物（ラット、マウスなど）の半数が死んでしまう量

を示しています。 

 

ザモックス、ザモックス２０WE は、各有効性成分そのものでも、毒劇法上の普通物になります。また、その有効成分の使

用濃度は、いずれも０．１％と非常に少量ですので安全です。 
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ザモックスⓇ、ザモックスⓇ２０WE の製剤としての安全性について 
 

表４．ザモックス、ザモックス２０WE の製剤（有効成分以外の全ての原材料を含めた）としての毒性区分 

毒性区分 製品名 有効成分含量 急性経口毒性 LD50（mg／kg） 

ザモックス チアメトキサム：２０％ ＞２,０００※４ 

普通物 

ザモックス２０WE 

チアメトキサム：２％ 

シプロコナゾール：２％ 

IPBC：２％ 

＞２,０００※４ 

※４：＞２０００は２０００（mg／kg）以上という意味で正確な数値はわかりません。近頃の毒性試験では、通常２０００mg／kg を試験で投与する上限

としているため、このような表記になります。なぜ２０００mg が上限になっているかといいますと、これ以上の量を普通の状態（故意に飲み込ん

だ場合は別）で摂取することは考え難いためです。 

 

表５．ザモックス、ザモックス２０WE の有効成分以外の原材料について 

製品名 有効成分以外の原材料 毒性区分 配合量 配合目的 

ｸﾞﾘｺｰﾙ系溶剤 普通物 ８.０％ 凍結防止剤。 

ﾌﾗﾝ系安定化剤 普通物 ５.０％ 有効成分ﾁｱﾒﾄｷｻﾑのｱﾙｶﾘ（ｺﾝｸﾘｰﾄなど）による分解を抑える。 

ｱｸﾘﾙ樹脂系展着・固着剤 普通物 １.０％ 有効成分ﾁｱﾒﾄｷｻﾑを土壌にしっかりと吸着させる。 

ｱﾆｵﾝ系界面活性剤 普通物 ３.０％ ｻﾞﾓｯｸｽを 200 倍希釈した際に有効成分ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ均一に分散させる。 

無機系ｽﾗｲﾑｺﾝﾄﾛｰﾙ剤 普通物 ０.１％ ｻﾞﾓｯｸｽは水ﾍﾞｰｽの薬剤のため、その水を腐らないようにする。 

ザモックス 

水 ‐ ６２.

９％ 

― 

ｸﾞﾘｺｰﾙ系溶剤 普通物 ８２.

０％ 

有効成分の溶解、分散させる。普通物 

ｱｸﾘﾙ樹脂系展着・固着剤 普通物 １０.

０％ 

各有効成分を木材にしっかりと展着させる。普通物 

非ｲｵﾝ系界面活性剤（分散剤） 普通物 １.０％ ｻﾞﾓｯｸｽ 20WE を 20 倍希釈した際に各有効成分均一に分散させる。 

ザモックス２０WE 

非ｲｵﾝ系界面活性剤（消泡剤） 普通物 １.０％ ｻﾞﾓｯｸｽ 20WE を 20 倍希釈した際の泡立ちを抑える。 
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表３．表４．の通り、ザモックスとザモックス２０WE は、有効成分はもちろん、その他の原材料についても安全性の高い

原材料を厳選しており、製剤としても高い安全性を有しております。 

参考データ 

チアメトキサムの急性経口毒性値（LD５０＝１,５６３mg／kg）から、ザモックスの使用液（２００倍希釈液 チアメトキ

サム含量０.１％）を飲み込んだ場合の半数致死量を計算すると、以下の通りとなります。 

・２０kg の人（子度）であれば、約３１kg（L） ※ﾁｱﾒﾄｷｻﾑとして３１,２６０mg（計算式：１,５６３mg×２０kg） 

・６０kg の人（大人）であれば、約９４kg（L） ※ﾁｱﾒﾄｷｻﾑとして９３,７８０mg（計算式：１,５６３mg×6０kg） 

このように、ザモックスの使用薬液に含まれるチアメトキサムを半数致死量摂取するには、自身の体重以上の薬液を飲み

込むことになるので、実際には不可能です。 

 

ザモックス２０WE の場合は、チアメトキサムより、防腐有効成分のシプロコナゾールの方が急性経口毒性値が低いので、

シプロコナゾールの急性経口毒性値（LD５０＝１,１１５mg／kg）から、ザモックス２０WE の使用液（２０倍希釈液 シプロ

コナゾール含量０.１％）を飲み込んだ場合の半数致死量を計算すると、以下の通りとなります。 

・２０kg の人（子度）であれば、約２２kg（L） ※ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして２２,３００mg（計算式：１,１１５mg×２０kg） 

・６０kg の人（大人）であれば、約６７kg（L） ※ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして６６,９００mg（計算式：１,１１５mg×6０kg） 

このように、ザモックス２０WE の使用薬液に含まれるシプロコナゾールを半数致死量摂取するには、自身の体重以上の薬

液を飲み込むことになるので、実際には不可能です。 

 

なお、これらの計算は、動物試験の結果からの理論上の数値となりますのでご注意ください。 



5／6 

ケミプロ化成株式会社 

 

ザモックス、ザモックス２０WE 施工時の気中濃度測定試験結果 
  

ザモックス、ザモックス２０WE を住宅に処理した場合に、各成分がどの程度、住環境中に気散するのかを確認するため、各有効成分の室内及び床下の

気中濃度を測定しました。 

試験方法：ザモックスの使用液（２００倍希釈液）及び、ザモックス２０WE の使用液（２０倍希釈液）を１戸建ての既設住宅に散布処理し、３０分後、

１、３、５、２４、４８時間後に床下と居住空間の５ヶ所で空気を採取し、チアメトキサム、シプロコナゾール、IPBC の濃度を測定しました。

検出限界値＝０.１μg／ｍ３ 

試験結果：表６．の通り 

表６．ザモックス、ザモックス２０WE の施工時気中濃度測定試験結果 

製品名 処理場所 有効成分名 測定結果 

ザモックス 床下土壌 チアメトキサム 散布処理後３０分の時点で、床下、居住空間の全ての採取場所で検出限界以下となった。 

チアメトキサム 散布処理後３０分の時点で、床下、居住空間の全ての採取場所で検出限界以下となった。 
シプロコナゾール 散布処理後３０分の時点で、床下、居住空間の全ての採取場所で検出限界以下となった。 ザモックス２０WE 床下木部 

IPBC 散布処理後３０分の時点で、床下、居住空間の全ての採取場所で検出限界以下となった。 
 

表７．ザモックス、ザモックス２０WE の各有効成分の蒸気圧※５ 

有効成分名 蒸気圧 揮発のしやすさ 

チアメトキサム（防蟻有効成分） 6.6×10-９Pa（25℃） 非常に揮発しにくい 

シプロコナゾール（防腐有効成分） 4.0×10-５Pa（20℃） 非常に揮発しにくい 

IPBC（防カビ有効成分） 2.6×10-４Pa（2６℃） 非常に揮発しにくい 

※５：蒸気圧とは、物質の揮発（気化）のしやすさ表す数値です。数値が小さいほど揮発（気化）しにくくなります。 

 

 表６．表７．の通り、ザモックス、ザモックス２０WE は、環境中への気散がほとんどなく、居住者への影響が極めて少な

い安全な薬剤です。また、ザモックス、ザモックス２０WE には、VOC で問題となる石油系の溶剤を一切含んでおりません。 
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